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(57)【要約】
【課題】土壌中の細菌による汚染や過剰な水分による根
腐れを防止することができ、培地の再利用が可能な植物
の栽培方法ならびにその方法に用いる栽培槽を提供する
。
【解決手段】栽培槽１２に非吸水性の高分子材料製の粒
子２５ａからなる培地２５を充填し、その培地に植物Ｐ
を植え、ついで前記栽培槽１２の排水栓２１を閉じて栽
培槽１２にポンプ１５で水Ｗを充填し、所定時間経過後
に排水栓２１を開いて栽培槽１２から水を抜くことによ
り、培地２５の粒子２５ａの表面を水で濡らす植物の栽
培方法。水を充填するとき、数回に１回は葉まで水に漬
ける。その栽培方法に用いる培地であって、平均粒子径
が１～６ｍｍのゴムまたは合成樹脂製の非吸水性の粒子
２５ａからなり、各粒子が独立気泡の発泡体で、比重が
１より大きい培地２５。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　栽培槽に非吸水性の粒子からなる培地を充填し、
その培地に植物の種を播くか苗を植え、
ついで前記栽培槽内に水を充填して培地を水に漬け、所定時間経過後に水を抜くことによ
り、培地の粒子の表面を水で濡らす植物の栽培方法。
【請求項２】
　前記栽培槽に水を充填するとき、数回に１回は栽培している植物の葉が漬かる程度まで
水を充填する請求項１記載の栽培方法。
【請求項３】
　前記栽培槽に給水することにより水を充填し、栽培槽から排水することにより水を抜く
請求項１または２記載の栽培方法。
【請求項４】
　前記栽培槽の側面または底部が水を透過して培地を通さないものであり、栽培槽を水槽
に漬けることにより栽培槽に水を充填し、その後、栽培槽を水槽から出すことにより栽培
槽から水を抜く請求項１または２記載の栽培方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の栽培方法に用いる培地であって、
平均粒子径が１～６ｍｍで、浮力または表面張力によって水に浮くことがない非吸水性の
粒子からなる培地。
【請求項６】
　前記粒子が６０℃を超える温度に耐える耐熱性を有する請求項５記載の培地。
【請求項７】
　請求項１記載の栽培方法に用いる栽培槽であって、
容器本体と、その容器本体内に容器本体の底面との間に空間をあけて配置される、水を通
し、かつ培地を通さない中底とを備えている栽培槽。
【請求項８】
　請求項１記載の栽培方法に用いる栽培槽であって、
容器本体と、その容器本体内に配列される多数のポッドとからなり、それぞれのポッドが
水を通し、かつ培地を通さない底面または側面を備えている栽培槽。
【請求項９】
　請求項３記載の栽培方法に用いる栽培装置であって、
水槽と、その水槽の上部に配置される栽培槽と、前記水槽の水をポンプによって栽培槽に
給水する給水装置と、前記栽培槽の水を排出する排出装置と、給水時刻と排水時刻を管理
するタイマーとを備えている栽培装置。
【請求項１０】
　前記給水装置によって給水したときの水位が、培地が水に漬かる低い水位と、栽培して
いる植物の葉が水に漬かる高い水位の２位置であり、数回に１度、高い水位まで給水する
請求項９記載の栽培装置。
【請求項１１】
　請求項４記載の栽培方法に用いる栽培装置であって、
水槽と、その水槽の上部に配置される栽培槽と、前記栽培槽または水槽を昇降して栽培槽
を水槽内に漬けたり取り出したりする昇降装置と、その昇降装置の作動時刻を管理する制
御装置とを備えており、
前記栽培槽が、側面または底部が水を透過して培地を通さないものである、栽培装置。
【請求項１２】
　前記水槽が、栽培槽の植物の葉が漬かる程度の深さを備えており、前記昇降装置が、栽
培槽を栽培している植物の葉が漬かる程度まで水槽に漬ける請求項１１記載の栽培装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は植物の栽培方法ならびにその方法に用いる培地、栽培槽および栽培装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近時、葉物野菜などは、土壌を用いない水耕栽培やＬＥＤなどの人工照明を用いて清浄
な環境で栽培することが行われている。しかしネギなどの背が高い野菜は水耕栽培がしに
くい。さらに人工照明では丈夫な野菜が育たないとの指摘もある。
【０００３】
　他方、観葉植物などにおいても、人工的な培地を用いることが提案されている。たとえ
ば特許文献１には、水槽の上部に、水面との間に空気層（空間）を介してスポンジ状の培
地を設けた栽培装置が開示されている。培地はポリウレタン製の連続気泡の発泡体からな
る。この装置を用いて植物を栽培するには、水槽の水をポンプで汲み上げて培地の上面か
ら水を供給して培地に水をしみ込ませ、余分な水は培地を通して再び水槽に戻す。この栽
培方法では土を用いないので、土壌中の細菌による培地の汚染が少ない。また、培地が水
面から離れているので、適度に乾燥し、根腐れを防止できる。
【０００４】
　特許文献２には、熱可塑性樹脂製の線条を絡合した培地を用いてヨシなどの水生植物を
生育し、河川の浄化能力を助長する水質浄化装置および水質浄化方法が開示されている。
特許文献３の第７図には、薄膜を立体状に仕立て、内部に粒状ロックウールを充填した植
物育成用資材が開示されている。この資材は、ロックウールの毛細管現象を利用して水分
を保持し、さらにツル性植物の気根を侵入・固着させてツル性の植物を育成することがで
きる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１５８３８３号公報
【特許文献２】特開２００２－１１９１６０号公報
【特許文献３】実開平２－４６５４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の連続気泡の発泡体からなるスポンジ状の培地は、水分の保持能力が高い半
面、気泡の内部に植物の根が入り込む。そのため、植え替えや収穫のときに植物から分離
させにくく、分離したのちも再利用しにくい。したがって野菜などの食用植物の量産に用
いるには適切でない。なお、土や砂を培地とする一般的な植物栽培方法では、土や砂がば
らばらなるので、連続的に炉に入れて高温で加熱したり熱水中に通したりするなど、消毒
が容易であるが、ブロック状の培地では内部まで熱が届きにくいため、熱処理は困難であ
る。
【０００７】
　特許文献２の樹脂製培地は、植物を収穫するための培地ではないので、植物と培地を分
離させることは想定していない。また、ブロック状に固めているので、消毒もしにくい。
そのため、野菜などを収穫することを目的とする栽培方法には採用できない。
【０００８】
　特許文献３の薄膜内に粒状のロックウールを充填した資材でもロックウールの内部に根
が入り込むので、再利用しにくい。また、粒状のロックウールの表面は熱水などによる消
毒が可能であるが、内部まで消毒するのは難しい。また、葉物野菜などでは葉面の洗浄や
施肥が難しい。
【０００９】
　本発明は、水耕栽培がしにくい野菜などを栽培するときに、土壌中の細菌による汚染や
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過剰な水分による根腐れを一層防止することができ、培地の再利用が容易な植物の栽培方
法ならびにその方法に用いる、植物の根が入り込みにくく、消毒しやすく、根腐れを生じ
にくい培地および栽培槽を提供することを技術課題としている。さらに本発明は、葉の洗
浄や葉に対する施肥が容易な栽培方法および栽培装置を提供することを技術課題としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の植物の栽培方法（請求項１）は、栽培槽に非吸水性の粒子からなる培地を充填
し、その培地に植物の種を播くか苗を植え、ついで前記栽培槽内に水を充填して培地を水
に漬け、所定時間経過後に水を抜くことにより、培地の粒子の表面を水で濡らすことを特
徴としている。
【００１１】
　この栽培方法では、栽培する植物によって、前記栽培槽に水を充填するとき、数回に１
回は栽培している植物の葉が漬かる程度まで水を充填するのが好ましい（請求項２）。ま
た、前記栽培槽に給水することにより水を充填し、栽培槽から排水することにより水を抜
くようにするのが好ましい（請求項３）。また、前記栽培槽の側面または底部が水を透過
して培地を通さないものであり、栽培槽を水槽に漬けることにより栽培槽に水を充填し、
その後、栽培槽を水槽から出すことにより栽培槽から水を抜くようにしてもよい（請求項
４）。
【００１２】
　本発明の培地（請求項５）は、前記いずれかの栽培方法に用いる培地であって、平均粒
子径が１～６ｍｍで、浮力または表面張力によって水に浮くことがない非吸水性の粒子か
らなることを特徴としている。前記粒子としては、６０℃を超える温度に耐える耐熱性を
有するものが一層好ましい（請求項６）。粒子としては、ゴムまたは合成樹脂などの高分
子材料製、あるいは、粉砕したガラスの粒子を加熱して角を丸くしたものなどからなる無
機物の粒子を採用しうる。
【００１３】
　本発明の栽培槽（請求項７）は、前記本発明の栽培方法に用いる栽培槽であって、容器
本体と、その容器本体内に容器本体の底面との間に空間をあけて配置される、水を通し、
かつ培地を通さない中底とを備えていることを特徴としている。
　本発明の栽培槽の他の態様（請求項８）は、本発明の栽培方法に用いる栽培槽であって
、容器本体と、その容器本体内に配列される多数のポッドとからなり、それぞれのポッド
が水を通し、かつ培地を通さない底面または側面を備えていることを特徴としている。
【００１４】
　本発明の栽培装置（請求項９）は、前述の栽培方法に用いる栽培装置であって、水槽と
、その水槽の上部に配置される栽培槽と、前記水槽の水をポンプによって栽培槽に給水す
る給水装置と、前記栽培槽の水を排出する排出装置と、給水時刻と排水時刻を管理するタ
イマーとを備えていることを特徴としている。
【００１５】
　このような栽培槽においては、前記給水装置によって給水したときの水位が、培地が水
に漬かる低い水位と、栽培している植物の葉が水に漬かる高い水位の２位置であり、数回
に１度、高い水位まで給水するものが好ましい（請求項１０）。本発明の栽培装置の他の
態様（請求項１１）は、前記栽培方法に用いる栽培装置であって、水槽と、その水槽の上
部に配置される栽培槽と、前記栽培槽または水槽を昇降して栽培槽を水槽内に漬けたり取
り出したりする昇降装置と、その昇降装置の作動時刻を管理する制御装置とを備えており
、前記栽培槽が、側面または底部が水を透過して培地を通さないものであることを特徴と
している。
【００１６】
　このような栽培装置では、前記水槽が、栽培槽の植物の葉が漬かる程度の深さを備えて
おり、前記昇降装置が、栽培槽を栽培している植物の葉が漬かる程度まで水槽に漬けるも
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のであってもよい（請求項１２）。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の栽培方法（請求項１）によれば、培地が非吸水性の粒子からなるので粒子内に
は水が入り込まない。そのため植物の根は粒子の表面に留まり、内部まで入り込まない。
したがって、培地を植物から分離するのが容易である。また、培地はそれぞれの粒子にば
らばらになるので、洗浄や消毒処理が容易である。さらに培地が乾きやすいため、過剰な
水分による根腐れが生じにくい。また、水の充填と水抜きは必要に応じて繰り返せばよい
ので、水や液肥を与える回数、液肥の濃度などを管理しやすい。
【００１８】
　前記栽培槽に水を充填するとき、数回に１回は栽培している植物の葉が漬かる程度まで
水を充填する場合（請求項２）は、栽培している葉の洗浄および葉への給水・施肥を容易
に行うことができる。さらに葉についている害虫を除去することができる。そのため、葉
物野菜に対して効率よく栽培することができる。また葉を水に漬けるので、葉の表面だけ
でなく、裏側にも水分を充分に与えることができる。
【００１９】
　前記栽培槽に給水することにより水を充填し、栽培槽から排水することにより水を抜く
栽培方法（請求項３）によれば、栽培槽は固定した状態で容易に培地に水をしみ込ませる
ことができる。また、抜いた水を水槽に溜めておき、次の給水時にその水を再度使用する
と、水や肥料が無駄にならない。たとえば、前記栽培槽の底部に排水栓を設けておき、そ
の排水栓を閉じた状態で栽培槽に水を供給することにより栽培槽に水を充填し、排水栓を
開くことにより栽培槽から水を抜くようにする場合は、水の充填と水抜きを容易に行うこ
とができる。多数の栽培槽を循環させながら栽培する場合は、特定のステージで排水栓を
閉じ、水槽などから水を供給し、つぎのステージで排水栓を抜き、水槽内に水を戻すよう
にすれば、水や水に含まれている液肥を有効に活用することができる。
【００２０】
　また、前記栽培槽の側面または底部が水を透過して培地を通さないものであり、栽培槽
を水槽に漬けることにより栽培槽に水を充填し、その後、栽培槽を水槽から出すことによ
り栽培槽から水を抜くようにする場合（請求項４）は、迅速に水を充填したり排水したり
することができる。なお、栽培槽に水を漬けるとき、栽培槽を水槽の上に配置して下降さ
せて水につけるほか、水槽を上昇させたり、あるいは栽培槽を下げながら水槽を上げるな
どの方法を採用することができる。
【００２１】
　本発明の培地（請求項５）は、平均粒子径が１～６ｍｍで、浮力または表面張力によっ
て水に浮くことがない非吸水性の粒子からなるので、内部に植物の根が入り込まないので
、根を傷めることが少ない。さらに根が入り込まず、培地を構成する粒子同士がばらばら
になるので、培地の再利用のための洗浄や消毒などの処理がしやすい。さらに浮力や表面
張力によって水に浮くことがないため、植物の葉を水に漬けたときでも粒子が葉に付着し
ない。また培地が水に浮かないので、栽培槽に水を充填したときに植物が倒れることがな
い。
【００２２】
　さらに前記粒子として、６０℃を超える温度に耐える耐熱性を有するものを使用する場
合（請求項６）は、温水、熱湯、蒸気、高温ガス、熱風などによる洗浄および消毒ができ
るので、それらの処理が容易である。とくに通常の細菌は６０℃以上で１分以上の殺菌で
消毒できる。
【００２３】
　本発明の栽培槽（請求項７）は、容器本体内に容器本体の底面との間に空間をあけて配
置される、水を通し、かつ培地を通さない中底とを備えているので、培地の湿度が調節し
やすい。そのため、根腐れがしにくい。
【００２４】
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　本発明の栽培槽の他の態様（請求項８）は、容器本体と、その容器本体内に配列される
多数のポッドとからなり、それぞれのポッドが水を通し、かつ培地を通さない底面または
側面を備えているので、ポッドごとに植物を管理することができる。そのため、植え付け
や収穫の時期が異なる種類が異なる植物でも、同時に栽培することが容易である。
【００２５】
　本発明の栽培装置（請求項９）は、水槽と、その水槽の上部に配置される栽培槽と、前
記水槽の水をポンプによって栽培槽に給水する給水装置と、前記栽培槽の水を排出する排
出装置と、給水時刻と排水時刻を管理するタイマーとを備えているので、水槽の水を繰り
返し給水に使用することができる。そのため、水に入れた肥料が無駄にならない。そして
タイマーにより、１日の適切な時刻に栽培槽の培地に給水することができる。
【００２６】
　このような栽培装置において、前記給水装置によって給水したときの水位が、培地が水
に漬かる低い水位と、栽培している植物の葉が水に漬かる高い水位の２位置であり、数回
に１度、高い水位まで給水するものである場合（請求項１０）は、葉の洗浄、害虫除去お
よび葉に対する施肥を自動的に効率よく行うことができる。
【００２７】
　本発明の栽培装置の第２の態様（請求項１１）は、水槽と、その水槽の上部に配置され
る栽培槽と、その栽培槽または水槽を昇降して栽培槽を水槽内に漬けたり取り出したりす
る昇降装置と、その昇降装置の作動時刻を管理する制御装置とを備えており、前記栽培槽
が、側面または底部が水を透過して培地を通さないものであるので、給水や排水を自動的
に行うことができる。
【００２８】
　また、前記水槽が、栽培槽の植物の葉が漬かる程度の深さを備えており、前記昇降装置
が、栽培槽を栽培している植物の葉が漬かる程度まで水槽に漬けるものである場合（請求
項１２）は、植物の葉の洗浄と給水・施肥を容易に行うことができる。とくに葉を水に漬
けるので、葉の表面だけでなく、裏側にも水分を充分に与えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の栽培方法に用いる栽培装置の一実施形態を示す断面図である。
【図２】本発明の栽培方法の一実施形態を示すフローチャートである。
【図３】本発明の栽培方法に用いる培地を構成する粒子の実施形態を示す斜視図である。
【図４】図３の粒子を製造する方法を示す概略工程図である。
【図５】本発明の栽培装置の他の実施形態を示す概略側面図である。
【図６】図５の栽培装置に用いる栽培槽の一部切り欠き要部斜視図である。
【図７】本発明の栽培装置のさらに他の実施形態を示す断面図である。
【図８】本発明の栽培装置のさらに他の実施形態を示す断面図である。
【図９】本発明の栽培装置のさらに他の実施形態を示す断面図である。
【図１０】図９の栽培装置の平面図である。
【図１１】図１１ａは図１０の要部拡大図、図１１ｂは図９の要部拡大図である。
【図１２】図９のXII-XII線拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１に示す栽培装置１０は、本体１１と、その本体内に収納される栽培槽１２とからな
る。本体１１は下方が水槽１３で、上方は栽培槽１２を上下にスライドするようにガイド
するガイド壁１４である。本体１１には、ポンプ１５が取り付けられ、そのポンプから上
方に給水配管１６が立ち上がっている。給水配管１６の上端は内向きに曲がっている。ポ
ンプ１５は水槽１３の内部に設ける水中ポンプとしてもよい。本体１１の内面には栽培槽
１２を支持する支持片１７が設けられている。水槽１３には液肥などの肥料を含有する水
Ｗが充填されている。液面Ｈと栽培槽１２の底面との間は空気が入る空間Ｋとしている。
ガイド壁１４と栽培槽１２の隙間は小さくしている。それにより栽培槽１２が水槽１３の
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水や液肥が蒸発したり、ゴミが水槽に入ったりするのを防ぐための蓋となる。
【００３１】
　栽培槽１２は、液密の容器であり、ステンレスなどの金属、繊維強化樹脂（ＦＲＰ）な
どの合成樹脂などで製造することができる。この実施形態では、栽培槽１２の底板１９に
排水口２０が形成され、その排水口は排水栓２１で閉じている。排水栓２１は外部から開
閉操作ができるように、操作棒２２が連結されている。操作棒２２に代えて、洗面台の栓
を遠隔操作で開閉する機構、あるいはソレノイドバルブなどを採用してもよい。栽培槽１
２にはさらに金網や合成樹脂製の網、ネットなどからなる中底２４が設けられており、中
底２４の上に多数の粒子２５ａからなる培地２５が充填されている。中底２４は透水性で
、かつ、培地の粒子２５ａを通さない程度に目が細かくされている。図１の実施形態では
、中底２４は金網籠２６の底によって構成している。ポリエステルなどの合成樹脂製の線
からなる網、防虫用の網戸に用いるネットなど、目が細かな網ないしネットを用いるのが
好ましい。栽培槽１２の底板１９と中底２４の間の空間Ｋ２には、空気があるので、水は
けがよい。空間Ｋ２と外気とは連通させるのが好ましい。たとえば栽培槽１２の側壁の下
部に連通孔を形成することで空間Ｋ２の外気との連通が可能となる。
【００３２】
　培地２５を構成する粒子２５ａは、たとえば図３に示すような、略立方体形状を備えて
いる。粒子２５ａは水を通さない材料から構成され、比重が１以上で水に沈むものが用い
られる。さらに表面張力によっても水に浮かないものが用いられる。培地２５には栽培し
ようとしているネギなどの植物Ｐが植えられている。
【００３３】
　図１に示す栽培装置１０は、図２に示す栽培方法に用いることができる。この栽培方法
では、まず最初に図１のように栽培槽１２に培地２５を入れ、その培地２５に植物Ｐを植
える（第１ステップＳ１）。種を播いて育ててもよい。栽培槽１２は図１のように本体１
０のガイド壁１４内に挿入する。
【００３４】
　ついで排水栓２１を閉じ（第２ステップＳ２）、水槽１３の水Ｗをポンプ１５で給水配
管１６を通じて上昇させ、上端から栽培槽１２に散布する（第３ステップＳ３）。このと
き排水栓２１が閉じているため、栽培槽１２の内部に水Ｗが充填される。水Ｗは通常は培
地２５より上方まで満たす。ただし液面が培地２５の上面に達しなくてもよい。葉物野菜
などの場合は、想像線で示すように、葉が水に漬かる程度まで水位を高くするのが好まし
い。それにより葉の洗浄と施肥、害虫除去を効率よく行うことができる。葉を水に漬ける
のは、１日に１回程度でよい。ただし毎回漬けるようにしてもよい。
【００３５】
　ついで所定時間経過後に、排水栓２１を開き、栽培槽１２の内部の水Ｗを抜き、水槽１
３に戻す（第４ステップＳ４）。栽培槽１２を水で満たしておく時間は植物の種類あるい
は粒子の大きさ、表面状態、気温、湿度によっても異なるが、通常は数十秒から数分程度
である。比較的乾燥に強い作物の場合は短時間とし、乾燥に弱い作物では長時間として粒
子の表面にたっぷり水を付着させる。また、気温が高く葉などからの蒸散が盛んな夏場は
給水量を増やし、冬は給水量を減らす。
【００３６】
　ついで栽培槽１２から水を抜いた状態を数時間維持し、さらに２回目の水を充填するス
テップ（第５ステップＳ５）、すなわち排水栓を閉じ、ポンプで水を上げ、所定時間後に
水を抜くというステップを行う。この水を満たして抜くステップは、栽培する植物に応じ
て異なるが、通常は１日に１～５回程度行い、収穫まで毎日繰り返す。ただし生育状況に
応じて水の補給回数を変更するのが好ましい。そして植物が充分に育った後、収穫する（
第６ステップＳ６）。収穫時は栽培槽１２を本体１１から抜き取って収穫してもよく、金
網籠２６を栽培槽１２の本体から抜き取って収穫してもよい。
【００３７】
　上記の栽培方法によれば、植物Ｐの根の部分を培地２５に埋めることができるので、水
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耕栽培が難しいネギなどの背が高い植物Ｐの栽培も可能である。ネギの白い部位を増やす
場合は、培地を高く被せる。そして背が伸びるにしたがって次第に高く培地を被せるよう
にする。この栽培方法では１回の給水ごとに水を抜く処理を行うため、培地２５を構成す
る粒子２５ａの表面に付着した水、あるいは粒子２５ａ同士の隙間に保持された水で植物
を栽培することになる。そのため、根腐れが防止される。また、培地２５が非吸水性材料
からなるので、雑菌の繁殖が抑制され、清浄な野菜などを栽培することができる。栽培す
る野菜としては、前述のネギ、ホウレンソウのほか、ダイコンなどの根菜、トマト、キュ
ウリなど、種々の野菜を栽培できる。また、食用の植物のほか、鑑賞用の植物、紅花など
の原料採取用の植物なども栽培できる。培地に土壌を使用しないため、とれたての野菜を
そのままキッチンや食卓に持ち込むことができる。
【００３８】
　このような粒子２５ａは、たとえば図３に示す略四角柱のものが好ましい。角形にする
と粒子２５ａ同士が噛み合って、植物の根をしっかりと支えることができる。すなわち球
状の粒子も使用できなくはないが、植物が揺れると培地が動きやすく、根が浮いてくるこ
とがある。粒子２５ａの平面形状はほぼ四辺形であるが、各辺はギザギザで屈曲している
。そのため、平面形状が星形、鼓型、樽型など不定形である。そして粒子２５ａ全体とし
ても不定形で、多数を充填すると粒子同士がしっかりと噛み合い、さらに空気や水が通る
程度の隙間があく。このような粒子２５ａの材料は、ゴムや合成樹脂などの高分子材料が
用いられ、とくにエチレン・プロピレン・ラバー（ＥＰＲ）などの合成ゴム、天然ゴムな
どのゴム、エポキシ樹脂、エチレン・プロピレン共重合体、ポリエステルなどの合成樹脂
、熱可塑性エラストマーなどが好ましい。硬度はデュロメータ・タイプＡで４０～８０度
程度が好ましく、さらに５５～６０度程度が好ましい。
【００３９】
　これらの材料は、独立気泡の発泡体とするのが好ましく、それにより弾力性が高いため
、植物の根を傷めにくい。また、独立気泡とすることにより、植物の根、とくに毛根が粒
子２５ａ内に入り込むのを防止することができる。また、６０℃以上、１分間の加熱に耐
える耐熱性をを有するものが好ましく、それにより温水消毒や熱湯消毒により殺菌するこ
とができる。加熱は温水、熱湯、蒸気、高温ガス、熱風などを利用できる。熱湯のように
１００℃の温度では殺菌効果が高い。殺菌は消毒剤によっても行うことができ、その場合
は耐熱性よりも薬剤に対する耐性が要望される。
【００４０】
　高温あるいは薬剤による殺菌処理に対する耐性が高い粒子が望まれる場合は、ガラス、
砂ないし砂利、セラミックスなどの無機物が好ましい。ガラスの場合は、平均粒子径１～
６ｍｍ程度に粉砕したガラス片（ガラスビーズ）が用いられる。それにより廃棄ガラスな
どを有効利用することができる。また粉砕したガラス片は、バレル加工で丸みをつけ、さ
らに６００℃～９００℃程度の高温で加熱して角を丸くしたものが好ましい。砂や砂利に
ついても、大きさや形状を揃えて丸みをつけるため、バレル加工するのが好ましい。それ
により植物の根が傷つきにくくなる。ガラス片などの粒子は、表面が平滑であれば水分が
付着しにくく、早期に乾燥する。そのため、粒子の表面は、水分が付着しやすく、保水性
を向上するために、ある程度、粗面とするのが好ましい。砂や砂利としては、川砂のほか
、海砂を用いることもできる。
【００４１】
　粒子２５ａの大きさとしては、平均粒子形が１～６ｍｍ程度のものが好ましい。粒子は
小さい方が体積当りの表面積が多くなるので、付着する水分が多くなる利点がある。しか
し１ｍｍより小さくなると、ネットや金網の目が細かくなって扱いにくくなり、製造も困
難になる。さらに重量に比して表面積が大きくなるため、表面張力で水に浮きやすく、さ
らに植物の葉にも付着しやすくなる。また、６ｍｍを超えると、体積当りの表面積が小さ
くなるだけでなく、粒子間の隙間が大きくなってネギなどを充分に支持できないといった
問題がある。そのため、１～６ｍｍが好ましい。ただし植物によっては、１ｍｍより小さ
い粒子や６ｍｍより大きい粒子を用いることもできる。なお、大きい粒子と小さい粒子を
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組合せたり、大きさが異なる数種類の粒子を組合せて使用することもできる。
【００４２】
　このような粒子２５ａを製造するには、図４に示すように、まず、厚さ１～６ｍｍのゴ
ムあるいは合成樹脂のシート３０に、両端を残して並列的に多数本の切り込み３１を入れ
、ついでそれらの切り込み３１に対して交差するする多数の切り込み３２を入れる。切り
込み３１、３２はギザギザに屈曲するものが好ましい。ギザギザにすると、水分が付着し
やすくなる。さらに粒子同士の間で弾力性が高くなり、栽培しようとする植物の保持が確
実になる。切り込み３１、３２の幅Ｂは、１～６ｍｍ程度とする。それにより一度に多数
の粒子２５ａを製造することができる。シート３０は１枚ずつでもよく、ロールから送り
出される連続シートでもよい。シート３０が発泡ゴムあるいは発泡樹脂の場合は、切断面
がザラザラになるので、さらに水分が付着しやすい。
【００４３】
　前記切り込み３１、３２は、トムソン型（トムソン刃）によって容易に形成することが
できる。ただしロール刃など、他の方法で採用することもできる。本発明者は厚さ２ｍｍ
のゴムシートを幅２ｍｍに切断し、さらに直角方向に幅２ｍｍで切断して多数の粒子を作
成することができた。そしてその粒子を用いてネギとホウレンソウを栽培することができ
た。トムソン型で切断する以外に、たとえば押し出し成形した矩形断面の紐状のゴムある
いは合成樹脂を順に所定の長さに切断することによっても製造することができる。この場
合も独立気泡の発泡ゴムや発泡樹脂が好ましい。そのとき、切断面にギザギザの凹凸をつ
けるか、硬化する前に側面あるいは上下面にギザギザの面で加圧するようにしてもよい。
ただし図４のシート３０に多数の切り込み３１、３２を入れる方法によれば効率よく製造
することができる。
【００４４】
　図１の栽培装置１０では、本体１１内に栽培槽１２を収容しているが、多数の栽培槽１
２をチェーンコンベアなどで連結し、循環させながら栽培することもできる。その場合は
、特定のステージで排水栓を閉じ、そのステージに設けた給水配管などから水を供給する
と共に、つぎのステージに来たとき、あるいは、所定の時間経過後に排水栓を抜き、その
ステージに設けた水槽内に水を戻すようにすれば、水や水に含まれている液肥を有効に活
用することができる。
【００４５】
　図１の栽培装置１０では排水栓２１を開閉して栽培槽１２に水を充填したり水を抜いた
りして給水しているが、ソレノイドバルブなどの電気的に開閉できるバルブを利用しても
よい。その場合は遠隔操作で水の充填と排水を制御することができ、タイマーで給水と排
水の時間を制御することもできる。なお、前記実施形態では、栽培槽に対して上から水を
流したり、底から水を抜くようにしているが、これとは逆に、透水性を有する栽培槽１２
を水槽１３に漬けたり引き上げたりすることにより、給排水することもできる。この場合
、図１の栽培槽１２の底板２０を中底２４のような金網ないしネットにする。そして栽培
槽１２を吊り下げておき、所定の時間ごとに水槽１３に漬け、ついで引き上げる。
【００４６】
　図５に示す栽培装置３５は、そのような水槽への漬け込みと引き上げを効率よく行うこ
とができるものである。この栽培装置３５は、多数の栽培槽１２をチェーンコンベア３６
で連結し、一定の順路に沿って循環させると共に、少なくとも一個所で水槽３７に漬ける
ようにしている。このチェーンコンベア３６は、側面視で矩形状あるいは台形状の循環経
路をとるように、いくつかのスプロケット３８、３９、４０、４１、４２、４３を配置し
、それらでチェーンおよび栽培槽１２を支持すると共に、進行方向を変えるようにしてい
る。そして循環経路の途中で水槽３７の上方で下降させ、ついで上昇させる。
【００４７】
　栽培槽１２は、図６に示すように、細長い桶あるいは樋の形態を有し、少なくとも底面
４５は水を透過し、培地の粒子を通過させない材料、たとえば金網、パンチングメタル、
防虫ネットなどで製造する。栽培槽１２の全体あるいは側面も通水性の材料で製造するこ
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ともできる。栽培槽１２の両端には、チェーンコンベア３６に着脱自在なフック４６が設
けられている。培地２５は図１の栽培装置１０で用いるものと同一のものを用いることが
できる。
【００４８】
　図５、図６の栽培装置３５は、チェーンコンベア３６を循環させることにより、栽培槽
１２を順に水槽３７に漬け、給水する。栽培槽１２を水槽３７から引き上げると、余分な
水が培地２５から流れ落ち、周囲の空気によって培地２５が適度に乾燥するので、根腐れ
や雑菌の繁殖を防止することができる。流れ落ちる水は水槽３７で受けて再利用する。水
槽３７の水Ｗには液肥を含有させておくのが好ましい。
【００４９】
　図７に示す栽培装置５０は、市販の合成樹脂製のプランタ５１、５２を利用したもので
ある。それにより製造コストを低下できる。プランタの大きさは、たとえば幅３００～６
００ｍｍ、長さ４００～１０００ｍｍ、高さ２００～３００ｍｍ程度である。上側のプラ
ンタ５１は栽培槽であり、下側のプランタ５２は水槽である。上下に重ねたプランタ５１
、５２の側方には、４０～６０ｍｍ角程度の合成樹脂製の縦パイプ５３が縦方向に配置さ
れ、その内部にはポンプ１５と、そのポンプから上方に伸びる給水配管１６が収容されて
いる。
【００５０】
　給水配管１６の上端は、連結パイプ５４を介して上側のプランタ５１の上部と連通して
いる。また給水配管１６の途中は、他の連結パイプ５５を介して上側のプランタ５１の底
部と連通している。そしてそれぞれのパイプ５４、５５には、給排水を制御するソレノイ
ドバルブが設けられている。他方、ポンプ１５は連結パイプ５６によって下側のプランタ
５２の下部と連通している。それにより、ポンプ１５で下側のプランタ５２の水を給水配
管１６と上側のパイプ５４を通して上側のプランタ５１に送り出すことができる。またポ
ンプ１５を逆回転させることにより、途中のパイプ５５を通して上側のプランタ５１の水
を下側のプランタ５２に戻すことができる。他の構成は図１の栽培装置１０と同様である
。
【００５１】
　ソレノイドバルブに代えて、手動で操作するバルブや栓を採用してもよい。さらに上側
の連結パイプ５４にはプランタ５１に入る方向の流れのみを許す逆止弁を設け、途中の連
結パイプ５５にプランタ５１から出て行く方向の流れのみを許す逆止弁を設けるようにし
てもよい。
【００５２】
　図８に示す栽培装置６０は、栽培槽１２で栽培する植物Ｐの葉６３まで水槽１３に漬か
るように、水槽１３を深くし、水Ｗの水位を高くしている。そして栽培槽１２の昇降を１
日に４～６回程度、自動的に行うための昇降装置６４を備えている。栽培槽１２は図１の
ものと同様に、底部ないし側面が透水性を備え、培地の粒子を通さないものである。昇降
装置６４は、たとえば栽培槽１２をひも６５で吊り下げ、そのひもをモータＭの駆動で巻
上げ、巻降ろす吊り下げ機構６６と、モータＭの作動を制御する制御装置６７とから構成
されている。制御装置６７は、タイマーなどで１日に４～６回程度、栽培槽１２のみを水
Ｗに漬ける程度に下降して上昇すると共に、１日に１回程度、植物Ｐの全体が水Ｗに漬か
る程度に下端まで降ろすように制御する。それにより植物Ｐの根だけでなく、葉６３の水
分も充分に維持することができる。
【００５３】
　培地２５の粒子は、比重が１以上、好ましくは１．４以上とするなど、栽培槽１２を水
槽１３に漬けても粒子が浮力や表面張力で浮かばないようにするのが好ましい。粒子が水
Ｗに浮くと葉６３に付着し、あるいは葉６３の間に入り込む。そのため、収穫の後に粒子
を取り除く作業が煩雑になる。
【００５４】
　図８の栽培装置６０では、栽培槽１２を昇降させているが、逆に水槽１３を昇降させる
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ようにしてもよい。その場合は吊り下げるほか、支柱などで持ち上げるようにしてもよい
。また、栽培槽１２の昇降する高さを一定として、あるいは栽培槽１２を昇降させずに、
水槽１３内に水Ｗを充填したり、抜いたりして水位を調節することにより、根だけに給水
する場合と葉まで給水する場合を切り替えるようにすることもできる。他方、図５のよう
な、栽培槽１２をチェーンコンベアなどｄ循環させる栽培装置３５の場合においても、水
槽３７の深さをもっと深くしておき、栽培する植物の葉まで水に漬かるようにしてもよい
。葉を水に漬ける回数を１日に１回程度とする場合は、水槽３７の水位を時刻に合わせて
変更すればよい。
【００５５】
　図９に示す栽培装置７０は、上下に重ねた２個のプラスチック製の大型のケース７１、
７２を備えて降り、下ケース７２を水槽とし、上ケース７１を栽培槽としている。そして
下ケース７１は、水の抜き取りのため、四本の脚を有する台７２ａの上に載置している。
さらに上ケース７１の上側に、動力線の取り入れ部や漏電ブレーカ、タイマーなどの制御
機器を収容している配電箱７３が設けられている。
【００５６】
　タイマーは、ポンプ１５の作動のタイミングを制御するものであり、１日に数回、ポン
プ１５で下ケース７２内の水を上ケース７１に給水し、所定の時間（たとえば５～２０分
）経過後に、再び下ケース７２に水を戻す。さらにタイマーにより、１日に１回程度、給
水量を増加させ、植物の葉が水に漬かるようにする。
【００５７】
　さらに下ケース７２の内部には、下ケース７２から上ケース７１に水を送るポンプ１５
が取り付けられ、配電箱７３から下方に、そのポンプ１５の動力線および制御線を通す配
線パイプ７４が延びている。配線パイプ７４は、動力線のソケットなども通せるように、
太いものを採用している。配線パイプ７４は、たとえば上ケース７１に取り付ける円板部
材７５に固定されている。
【００５８】
　図１０に示すように、上ケース７１には多数の箱状のポッド７６が収容されている。ポ
ッド７６は、たとえば合成樹脂の成型品であり、培地を構成する粒子は通さず、水は通す
性質を有する。そしてそれぞれのポッド７６に培地が充填され、それらの培地で植物が栽
培される。このように多数のポッド７６に区分けすることにより、植え付け時期や収穫時
期が異なる数種類の植物を同時に効率よく栽培することができる。
【００５９】
　図１１ａに示すように、円板部材７５には前記配線パイプ７４のほか、ポンプ１５から
吐出される水を上ケース７１に導くと共に上ケース７１から排水する給排水パイプ７７が
取り付けられ、下方に向かって延びている。図１１ｂに示すように、給排水パイプ７７は
円板部材７５の上面で開口している。この実施形態では、ポンプ１５が揚水を停止すると
給排水パイプ７７を通して水を下方に流すものを採用している。そのため、給排水パイプ
７７は給水パイプと排水パイプを兼ねている。ただし両者を互いに別に設けてもよい。
【００６０】
　さらに円板部材７５には、上に向かってオーバーフローパイプ７８が立ち上がっている
。オーバーフローパイプ７８の上端は、上ケース７１の上端よりいくらか低い程度であり
、上ケース７１に水があふれそうになったとき、水を下ケース７２に排水することができ
る。さらにこの実施形態では、オーバーフローパイプ７８の中に、いくらか細い透光性の
フロート用パイプ７９を挿入し、このフロート用パイプ７８に下ケース７２の水位を確認
するためのレベルフロートを挿入している。レベルフロートは、棒状の発泡スチロールな
どで形成することができ、フロート用パイプ７９には目盛りを入れておく。
【００６１】
　図１１ａ、図１１ｂに示すように、円板部材７５は、３本の蝶ネジ７５ａなどで上ケー
ス２１の底板に着脱自在に取り付けている。詳しくいうと、上ケース２１の底板の下面に
は、ステンレス製の円板状の補強プレート７５ｂが３本の固定ネジ７５ｃで取付けられ、
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蝶ネジ７５ａはその補強プレート７５ｂに形成したバーリングの雌ネジに螺着している。
そして円板部材７５には、固定ネジ７５ｃの頭部を逃がすためのＵ字状の切り欠き７５ｄ
が、３個形成されている。
【００６２】
　図１２に示すように、この栽培装置７０では、上ケース７１に針金を折曲げて製作した
骨組み８０をとりつけ、その骨組みにシートカバー８１を被せている。シートカバー８１
は透光性を有する合成樹脂シートを箱状あるいはテントのような三角柱状に接合したもの
である。
【００６３】
　前記いずれの栽培装置においても、栽培装置の全体を透光性のカバー（図１２のシート
カバー８１参照）または屋根で覆い、太陽光と水と空気で植物を育てるようにすると、丈
夫で栄養価の高い健康な植物を収穫することができる。さらに図５のようなチェーンコン
ベア３６などのコンベアで栽培槽を循環させる場合は、栽培槽１２に順に種蒔きをしたり
苗を植え付けたりするとき、あるいは収穫のときに１個所で作業を行うことができる。
【符号の説明】
【００６４】
１０　栽培装置
１１　本体
１２　栽培槽
１３　水槽
１４　ガイド壁
１５　ポンプ
１６　給水配管
１７　支持片
Ｗ　水
Ｋ　空間
１９　底板
２０　排水口
２１　排水栓
２２　操作棒
２４　中底
２５　培地
２５ａ　粒子
２６　金網籠
Ｋ２　空間
Ｐ　植物
３０　シート
３１、３２　切り込み
３５　栽培装置
３６　チェーンコンベア
３７　水槽
３８、３９、４０、４１、４２、４３　スプロケット
４５　底面
４６　フック
５０　栽培装置
５１、５２　プランタ
５３　縦パイプ
５４、５５、５６　連結パイプ
６０　栽培装置
６３　葉
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６４　昇降装置
６５　ひも
Ｍ　モータ
６６　吊り下げ機構
６７　制御装置
７０　栽培装置
７１　上ケース
７２　下ケース
７３　配電箱
７４　配線パイプ
７５　円板部材
７５ａ　蝶ネジ
７５ｂ　補強プレート
７５ｃ　固定ネジ
７５ｄ　切り欠き
７６　ポッド
７７　給排水パイプ
７８　オーバーフローパイプ
７９　フロート用パイプ
８０　骨組み
８１　シートカバー

【図１】 【図２】

【図３】
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